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科
目
別
振
り
返
り

③
社
会

剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄 剏
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公
立
高
入
試
で
午
前
中
の
最

後
に
行
わ
れ
る
社
会
。
例
年
な

ら
、
こ
こ
で
立
て
直
し
、
午
後

に
つ
な
げ
る
生
徒
も
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
春
の
入
試

は
違
っ
た
。
平
均
点
は

・
８

点
と
、
数
学
に
次
ぐ
低
い
点
数

と
な
っ
た
。
社
会
で
完
全
に
心

を
折
ら
れ
て
し
ま
っ
た
生
徒
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
。

来
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要

領
が
全
面
実
施
さ
れ
る
。
そ
の

目
玉
の
一
つ
で
あ
る
「
思
考
力

・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
測
る

に
は
、
社
会
が
最
も
適
し
た
教

科
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
以

前
も
取
り
上
げ
た
。

資
料
か
ら
情
報
を
正
確
に
読

み
取
り
、
そ
の
他
の
資
料
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
分
析
し
、
問
題

に
よ
っ
て
は
文
章
で
表
現
す

る
。
こ
れ
は
、
か
な
り
高
度
で

時
間
の
か
か
る
作
業
だ
。
今
春

の
入
試
で
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ

う
な
問
題
が
目
立
っ
た
。

さ
ら
に
受
験
生
を
苦
し
め
た

の
が
、
文
字
数
の
多
さ
だ
ろ
う
。

選
択
問
題
に
し
て
も
、
単
に
語

句
を
答
え
る
も
の
は
少
な
く
、

文
章
を
選
ぶ
形
式
が
多
か
っ

た
。
常
に
集
中
し
続
け
な
い
と

ミ
ス
を
し
て
し
ま
う
。
実
際
に

受
験
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

「
時
間
が
か
か
っ
て
大
変
だ
っ

た
」
「
疲
れ
た
」
と
い
う
感
想

が
多
か
っ
た
。

記
述
式
問
題
は
例
年
通
り
５

問
出
題
さ
れ
た
が
、
今
春
の
入

試
問
題
の
よ
う
に
、
問
題
数
を

増
や
さ
な
く
て
も
、
質
問
の
仕

方
を
変
え
れ
ば
難
度
は
上
げ
ら

れ
る
。
記
述
式
問
題
を
増
や
せ

ば
、
そ
の
分
、
採
点
が
難
し
く

な
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
出

題
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。全

体
的
に
表
面
的
な
暗
記
知

識
だ
け
で
は
歯
が
立
た
な
い
問

題
が
増
え
て
い
る
。
素
早
く
正

確
に
「
複
数
の
資
料
を
読
み
取

る
力
」
を
養
わ
な
け
れ
ば
、
社

会
で
高
得
点
を
望
む
の
は
難
し

い
入
試
に
変
化
し
て
き
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
河
合
塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
進
藤
誠

泉
中
央
教
室
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

資料読み取る力必要

答
え
は

日
の

朝
刊
に

又又又又俣
末
末
末
末
末
末
末
末迄 又又又又 沫

末
末
末
末
末
末
末
末

抹
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⊃

問 題

①世
せ

界
かい

農
のう

業
ぎょう

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

され

ている大
おお

崎
さき

地
ち

方
ほう

に広
ひろ

がる農

業用
よう

地
ち

や施
し

設
せつ

を、まとめて

何
なん

というでしょう。

（ ）

②南
みなみ

原
はら

穴
あな

堰
ぜき

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に掘
ほ

られましたが、全
ぜん

長
ちょう

何㍍で、

そのうちトンネルの長
なが

さは

何㍍でしょうか。

全長（ ）㍍、

トンネルの長さ ㍍

小学校中・高学年、中学校／

朝の会 総合的な学習の時間
（2020年５月４日朝刊）

江戸時代につくられた南

原穴堰は完
かん

成
せい

に至
いた

るまで多
おお

くの人
ひと

が作
さ

業
ぎょう

に加
くわ

わりま

したが、現
げん

代
だい

のように便
べん

利
り

な道
どう

具
ぐ

や機
き

械
かい

もないので数
かず

々
かず

の苦
く

労
ろう

があったと想
そう

像
ぞう

す

ることができます。他
ほか

にも

県
けん

内
ない

各
かく

地
ち

に昔
むかし

の人が残
のこ

し

た遺産があるので、ぜひ調
しら

べてみましょう。

（日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアド

バイザー・県図
と

書
しょ

館
かん

主
しゅ

幹
かん

坂
さか

本
もと

謙
けん

）
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信号機復旧手順を確認
遠田署若手署員が災害訓練

発電機をつないで信号機の電力復旧作業を学ぶ
遠田署の若手署員

み
や
ぎ
県
民
防
災
の
日

に

合
わ
せ

日
、
遠
田
署
は
若
手

署
員
対
象
の
災
害
警
備
訓
練
を

行
っ
た
。
地
震
に
よ
る
停
電
で

信
号
機
が
作
動
し
な
く
な
っ
た

と
の
想
定
で
、
復
旧
作
業
と
車

両
誘
導
の
手
順
を
確
認
し
た
。

美
里
町
の
Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
前

の
十
字
路
交
差
点
で
実
施
。

〜

歳
の
若
手
署
員
６
人
が
、

信
号
機
に
発
電
機
を
つ
な
ぐ
作

業
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
復
旧
ま

で
は
、
交
差
点
中
央
に
署
員
が

立
ち
、
手
信
号
に
よ
る
車
両
誘

導
を
行
っ
た
。
指
導
役
の
署
員

か
ら
「
交
差
点
に
来
た
車
両
を

し
っ
か
り
停
止
さ
せ
て
か
ら
指

示
を
出
す
」
な
ど
の
説
明
を
受

け
て
い
た
。

同
署
の
瀬
戸
孝
之
交
通
課
長

は
「
信
号
機
が
止
ま
る
と
交
通

事
故
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
全

て
の
署
員
が
復
旧
作
業
で
き
る

よ
う
に
準
備
す
る
の
が
大
事

だ
」
と
話
し
た
。

同
署
で
は
毎
年
、
県
民
防
災

の
日
に
全
署
員
を
対
象
に
各
種

警
備
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
信

号
機
の
復
旧
作
業
は
最
大

人

が
参
加
し
て
い
た
が
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
配
慮
し
、
若
手
署
員
に
限

定
し
て
実
施
し
た
。

岩
沼
の
街
ぴ
か
ぴ
か
に
住
民
有
志

ご
み
拾
い

環
境
美
化
に
取
り
組
む
岩
沼

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ご

み
ゼ
ロ
岩
沼
」
が

日
、
市
南

部
の
国
道
４
号
沿
い
で
、
投
げ

捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
い
集
め

た
。
今
回
が

回
目
の
活
動
。

市
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９

人
が
参
加
。
日
本
製
紙
岩
沼
工

場
前
の
国
道
４
号
を
起
点
に
約

２
時
間
、
沿
道
を
歩
き
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ

の
吸
い
殻
な
ど
を
拾
っ
た
。

ご
み
ゼ
ロ
岩
沼
は
２
０
１

３
年
２
月
か
ら
毎
月
１
回
、
市

内
５
カ
所
で
ご
み
拾
い
を
続
け

て
い
る
。
大
山
秀
雄
代
表

は
「
ポ
イ
捨
て
は
な
か
な
か
減

ら
な
い
の
が
現
実
だ
が
、
街
を

ぴ
か
ぴ
か
に
し
た
い
」
と
話
し

た
。

ポイ捨てごみを拾い集めるボランティアら

聴
覚
支
援
学
校

県
教
委
に
寄
贈

生
徒
ら
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
製
作

伊
東
教
育
長
（
右
）
に
フ
ェ
ー
ス
シ

ー
ル
ド
を
贈
呈
す
る
早
坂
さ
ん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
県
聴
覚

支
援
学
校
（
仙
台
市
太
白
区
、

児
童
生
徒

人
）
は
８
日
、
生

徒
や
教
職
員
が
製
作
し
た
フ
ェ

ー
ス
シ
ー
ル
ド
１
６
５
個
を
県

教
委
に
寄
贈
し
た
。
校
内
で
使

う
た
め
の
取
り
組
み
が
軌
道
に

乗
り
、
県
立
学
校
の
養
護
教
諭

に
も
使
っ
て
も
ら
お
う
と
、
５

月
下
旬
か
ら
製
作
し
た
。

同
校
の
関
係
者
８
人
が
県
庁

を
訪
れ
、
伊
東
昭
代
教
育
長
に

手
渡
し
た
。
機
械
シ
ス
テ
ム
科

専
攻
科
１
年
の
早
坂
雄
誠
さ
ん

は
「
保
健
室
や
難
聴
学
級

の
先
生
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
伊
東
教
育
長
は
「
工
夫

し
て
製
作
し
て
く
れ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
う
。
皆
さ
ん
の
思
い

が
届
く
よ
う
大
切
に
使
い
た

い
」
と
謝
意
を
述
べ
た
。

生
徒
た
ち
は
、
１
日
の
学
校

再
開
前
の
臨
時
登
校
日
や
再
開

後
の
実
習
を
使
っ
て
作
業
し

た
。
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
に
汚

れ
や
傷
が
な
い
か
一
つ
ず
つ
確

認
し
、
社
会
貢
献
へ
の
思
い
を

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
。県

教
委
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
に

よ
る
と
、
県
立
高
校
と
特
別
支

援
学
校
の
全
１
０
２
校
に
届
け

ら
れ
た
。
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(１７) ２０２０年(令和２年)６月２０日(土曜日)(１７) ２０２０年(令和２年)６月２０日(土曜日)
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阿
部
勘
酒
造塩

釜
市
西
町

名
脇
役

夏
は
す
っ
き
り

「
阿
部
勘

純
米
吟
醸

夏
酒
金
魚
ラ
ベ
ル
」

酒
の
出
来
を
確
か
め
る
阿
部
社
長
（
左
）
と
杜
氏
の
平
塚
敏
明
さ
ん

又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
迄 又又又又又又又又又又 沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

メ

モ

「
阿
部
勘

純
米
吟

醸

夏
酒
金
魚
ラ
ベ
ル
」
は
、
１

・
８
㍑
が
希
望
小
売
価
格
３
０
２

５
円
、
７
２
０
㍉
㍑
が
同
１
７
６

０
円
。
８
月
ご
ろ
ま
で
塩
釜
市
の

酒
販
店
な
ど
で
販
売
す
る
。
塩
釜

市
西
町
３
の
９
。
連
絡
先
は
０
２

２
（
３
６
２
）
０
２
５
１
。

水
に
見
立
て
た
酒
瓶
の
中
を
、

数
匹
の
金
魚
が
涼
し
げ
に
泳
ぐ
。

塩
釜
市
の
阿
部
勘
酒
造
が
５
月
下

旬
に
出
荷
を
始
め
た
「
純
米
吟
醸

夏
酒
金
魚
ラ
ベ
ル
」
。
真
っ
白

な
ラ
ベ
ル
を
光
に
か
ざ
す
と
、
裏

側
に
描
か
れ
た
絵
が
透
け
て
見
え

る
。口

当
た
り
は
軽
い
が
、
コ
メ
の

う
ま
味
や
華
や
か
な
香
り
は
し
っ

か
り
と
感
じ
ら
れ
る
。
他
の
酒
よ

り
も
酸
味
を
高
め
た
た
め
、
後
味

は
す
っ
き
り
と
し
て
い
て
爽
快
。

暑
い
時
季
に
も
食
事
と
一
緒
に
楽

し
め
る
。

需
要
が
落
ち
込
む
夏
の
酒
と
し

て
販
売
を
始
め
て
６
年
目
。
阿
部

昌
弘
社
長

は
「
金
魚
酒
と
い

う
と
薄
い
粗
悪
品
の
代
名
詞
だ

が
、
清
涼
感
を
表
現
す
る
た
め
に

あ
え
て
選
ん
だ
。
日
本
酒
の
味
わ

い
を
残
し
つ
つ
、
す
っ
き
り
と
し

た
喉
ご
し
で
夏
で
も
お
い
し
く
飲

め
る
」
と
胸
を
張
る
。

塩
釜
神
社
の
参
道
近
く
に
蔵
を

構
え
る
同
社
は
１
７
１
６
年
、
神

社
へ
の
お
神
酒
御
用
酒
屋
と
し
て

創
業
。
以
来
、
港
町
の
食
材
を
引

き
立
た
せ
る
食
中
酒
を
数
多
く
手

掛
け
て
き
た
。

か
つ
て
は
主
に
、
う
ま
味
を
強

調
し
た
県
外
向
け
の
「
阿
部
勘
」

と
、
す
っ
き
り
し
た
県
内
向
け
の

「
於
茂
多
加
」
に
ブ
ラ
ン
ド
を
分

け
て
い
た
。
２
０
１
２
年
ご
ろ
、

於
茂
多
加
は
一
部
の
本
醸
造
酒
に

だ
け
、
そ
の
名
を
残
し
、
阿
部
勘

に
ほ
ぼ
一
本
化
し
た
。

阿
部
社
長
は
「
時
代
や
客
の
好

み
に
合
わ
せ
て
よ
い
酒
を
追
求
し

て
い
く
と
、
味
の
区
別
が
な
く
な

っ
て
き
た
」
と
振
り
返
る
。

阿
部
社
長
は
、
食
品
や
酒
の
卸

売
会
社
勤
務
を
経
て
約

年
前
に

入
社
。昨
年
７
月
に
現
職
と
な
り
、

将
来
的
に
は
現
会
長
の
後
を
継
い

で
第

代
の
勘
九
郎
と
な
る
。「
県

内
が
売
り
上
げ
の
６
割
を
占
め

る
。
地
元
の
海
の
幸
に
合
う
『
名

脇
役
の
酒
』
と
い
う
軸
を
保
ち
、

少
し
ず
つ
攻
め
の
酒
造
り
に
挑
戦

し
て
い
く
」
と
意
気
込
む
。

‖
随
時
掲
載
‖
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∪
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∪
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∪
∪
∪
∪
∪

日

仙
台

▽
か
わ
む
ら
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
青
葉
区
高
松

０
２
２
（
２
７
１
）
５
２
５
５
▽
宮

林
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）

‖
宮
城
野
区
岩
切
（
２
５
５
）
２
５

５
５
▽
上
杉
山
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
整
形
外
科
）
‖
青
葉
区
上
杉
（
７

９
７
）
０
４
８
８
▽
広
南
休
日
内
科

小
児
科
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）

‖
太
白
区
長
町
（
２
４
８
）
５
８
５

８
▽
泉
地
区
休
日
診
療
所
（
内
科
・

小
児
科
）
‖
泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）

９
１
９
７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科

・
外
科
・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼

科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁

（
２
６
６
）
６
５
６
１
▽
北
部
急
患

診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

‖
青
葉
区
堤
町
（
３
０
１
）
６
６
１

１
▽
夜
間
休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所

（
小
児
科
）
‖
太
白
区
あ
す
と
長
町

（
２
４
７
）
７
０
３
５
▽
歯
科
休
日

救
急
診
療
所
‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６

１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
え
ん
ど
う
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
白
石
市

作
０

２
２
４
（
２
６
）
３
８
８
８
▽
公
立

刈
田
総
合
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市

福
岡
蔵
本
（
２
５
）
２
１
４
５
▽
広

瀬
歯
科
医
院
‖
白
石
市
西
益
岡
町

（
２
６
）
１
８
７
１

角
田
・
丸
森

▽
仙
南
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
角
田
０
２
２

４
（
６
３
）
２
０
０
３

柴
田

▽
玉
渕
医
院
（
内
科
）
‖

柴
田
町
槻
木
０
２
２
４
（
５
６
）
１

０
１
２
▽
永
沼
整
形
外
科
（
外
科
）

‖
柴
田
町
船
岡
東
（
５
４
）
２
２
４

４
▽
大
友
歯
科
医
院
‖
柴
田
町
船
岡

東
（
５
７
）
２
１
２
０

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
鈴
木
歯
科
医
院
‖

増
田
（
３
８
３
）
５
７
１
１

岩
沼

▽
西
陵
内
科
‖
土
ケ
崎
０

２
２
３
（
２
２
）
１
８
１
８

亘
理
・
山
元

▽
山
形
外
科
医
院

‖
亘
理
町
旧
館
０
２
２
３
（
３
４
）

３
１
７
１
▽
き
く
ち
歯
科
‖
亘
理
町

東
郷
（
３
４
）
０
６
４
４

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
永
沼
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
塩
釜
市
梅
の
宮
（
３

６
１
）
１
２
５
１

黒
川

▽
深
見
内
科
・
循
環
器
内

科
医
院
‖
大
和
町
吉
岡
０
２
２
（
３

４
５
）
３
６
９
３

大
崎

【
昼
】
▽
あ
り
ま
小
児
科

医
院
（
内
科
）
‖
古
川
駅
南
０
２
２

９
（
２
２
）
７
０
７
０
▽
渡
辺
外
科

胃
腸
科
医
院
（
内
科
）
‖
鹿
島
台
平

渡
（
５
６
）
５
２
１
１
▽
岩
渕
胃
腸

科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
三

本
木
南
町
（
５
２
）
６
２
１
１
▽
徳

永
整
形
外
科
病
院
（
外
科
）
‖
古
川

北
町
（
２
２
）
１
１
１
１
▽
大
崎
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
診
療
室
（
歯
科
）

‖
古
川
南
町
（
２
４
）
５
１
０
１
【
夜
】

▽
佐
藤
病
院
（
内
科
）
‖
古
川
中
里

（
２
２
）
０
２
０
７
▽
徳
永
整
形
外

科
病
院
（
外
科
）
‖
古
川
北
町
（
２

２
）
１
１
１
１

加
美
・
玉
造

▽
中
新
田
民
主
医

院
‖
加
美
町
矢
越
０
２
２
９
（
６
３
）

２
１
５
６

遠
田

▽
涌
谷
町
国
民
健
康
保
険

病
院
‖
涌
谷
町
涌
谷
０
２
２
９
（
４

３
）
５
１
１
１

栗
原

▽
佐
藤
外
科
医
院
‖
築
館

伊
豆
０
２
２
８
（
２
２
）
２
６
６
１

▽
栗
原
市
立
若
柳
病
院
‖
若
柳
川
北

（
３
２
）
２
３
３
５

登
米

▽
佐
藤
内
科
医
院
‖
迫
町

佐
沼
０
２
２
０
（
２
２
）
２
１
６
０

▽
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
・
デ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
中
田
町
石
森
（
４
４
）

４
６
１
１

石
巻

▽
石
巻
健
育
会
病
院
（
内

科
）
‖
大
街
道
西
０
２
２
５
（
９
４
）

９
１
９
５
▽
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
（
小
児
科
）
‖
蛇
田
（
９
４
）

５
１
１
１
▽
斎
藤
産
婦
人
科
医
院

（
産
婦
人
科
）
‖
中
央
（
２
２
）
０

７
０
７
▽
も
の
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
桃
生
町
（
７
６
）
４
０
２

４
▽
き
ら
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
蛇

田
（
９
２
）
９
３
０
０
▽
石
巻
歯
科

医
師
会
休
日
診
療
所
‖
中
里
（
９
４
）

８
２
２
３

東
松
島

▽
わ
た
な
べ
整
形
外
科

‖
赤
井
０
２
２
５
（
８
４
）
２
３
２

３
気
仙
沼

▽
小
野
医
院
‖
唐
桑
町

宿
浦
０
２
２
６
（
３
２
）
３
１
２
８

▽
気
仙
沼
市
立
本
吉
病
院
‖
本
吉
町

津
谷
（
４
２
）
２
６
２
１
▽
皆
川
歯

科
医
院
‖
赤
岩
五
駄
鱈
（
２
２
）
９

６
１
１

日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
七
ケ
浜
町
・
七
十
七
銀
行
七
ケ

浜
支
店
（
午
前

時
〜

時

分
・

午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
名
取
市

・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取
（
午
前

時

〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
登
米
市
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐

沼
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後

１
時
〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

白
い
花
を
咲
か
せ
る
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ

亘
理
町
下
小
路
の
渡
辺
修
次

さ
ん

方
で
、
希
少
種
ハ
マ

ボ
ウ
フ
ウ
が
白
い
花
を
咲
か
せ

て
い
る
。

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
は
セ
リ
科
の

多
年
草
で
、
渡
辺
さ
ん
方
の
花

壇
に
は
約
２
０
０
０
株
あ
る
。

渡
辺
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災

前
、
仲
間
と
共
に
山
元
町
の
海

岸
で
、
か
つ
て
自
生
し
て
い
た

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
の
再
生
活
動
を

し
て
い
た
。
震
災
で
同
町
か
ら

移
り
自
力
再
建
し
た
自
宅
で

育
て
、
砂
浜
へ
の
移
植
も
続
け

る
。渡

辺
さ
ん
は
「
震
災
で
一
時

は
諦
め
か
け
た
が
、
こ
こ
ま
で

復
活
し
た
。
海
辺
に
群
生
し
て

い
た
昔
の
風
景
を
思
い
出
す
」

と
語
る
。
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【かほくワークシートの模範解答】

①世
せ

界
かい

農
のう

業
ぎょう

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されている大
おお

崎
さき

地
ち

方
ほう

に広
ひろ

がる農業用
よう

地
ち

や

施
し

設
せつ

を、まとめて何
なん

というでしょう。

（大崎耕
こう

土
ど

）

②南
みなみ

原
はら

穴
あな

堰
ぜき

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に掘
ほ

られましたが、全
ぜん

長
ちょう

何㍍で、そのう

ちトンネルの長
なが

さは何㍍でしょうか。

全長（1880）㍍、トンネルの長さ（1330）㍍

日
の答

え
だ
よ

登米市東郷小（児童155人）は

日、同市南方町で、総合学習の一環

として農村や水田の役割について学

ぶ「田んぼの学校」を開いた。

５年生の児童 人が参加。迫川沿

岸土地改良区（登米市）や地元の裏

大岳ふる里守り隊のメンバーらが案

内役となって、水田脇の用水路で生

き物や水質の調査をした。

児童らは網を持って用水路に入

り、生き物を採取。小魚やザリガニ、

オタマジャクシ、カエル、エビ、シ

ジミなどを捕獲し、種類や数、大き

さなどを記録したほか、用水の汚れ

具合などを調べた。

高橋玲人君 は「用水路に入る

ことはあまりない。いろいろな生き

物を捕まえることができて、とても

楽しかった」と話した。

同校は、県東部地方振興事務所登

米地域事務所の支援を受け、田んぼ

の学校を毎年開いている。

田んぼ脇の用水路で生き物を調べる児童ら末
末迄 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
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ザリガニ カエル エビ…

登米で田んぼの学校

再
生
の

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
咲
く
亘
理

民
家

食
料
を
受
け
取
る
韓
国
人
留
学
生

（
左
の
３
人
）

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

手
作
り
キ
ム
チ
や
コ
メ

韓
国
人
留

に

食
料
支
援
を
開
始

民

団

宮

城

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
が
減
っ

た
韓
国
人
留
学
生
を
支
え
よ
う

と
、
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
宮

城
県
地
方
本
部
（
民
団
宮
城
）

は

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
韓

国
会
館
で
食
料
の
無
料
配
布
を

始
め
た
。

、

日
は
県
内
で

最
も
留
学
生
が
多
い
東
北
大
生

を
対
象
に
配
布
し
、

日
〜
７

月

日
は
、
他
の
大
学
な
ど
に

留
学
し
て
い
る
学
生
に
配
る
。

県
内
産
の
コ
メ
や
韓
国
婦
人

会
メ
ン
バ
ー
手
作
り
の
キ
ム
チ

な
ど
に
加
え
、
マ
ス
ク
も
用
意

し
た
。
受
け
取
っ
た
東
北
大
大

学
院
工
学
研
究
科
修
士
２
年
尹

ユ
ン

注
ジ
ュ

鍈
ヨ
ン

さ
ん

は
「
海
外
で
心

細
く
感
じ
た
仲
間
も
多
い
と
思

う
。
心
が
温
ま
る
支
援
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

民
団
宮
城
は
県
内
の
韓
国
人

留
学
生
に
受
け
取
り
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。金
政
郁
団
長
は「
頼

る
所
が
少
な
い
留
学
生
に
母
の

味
を
届
け
た
い
」
と
語
っ
た
。

ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
留
学
生

へ
の
食
料
配
布
も
計
画
し
て
い

る
。
連
絡
先
は
民
団
宮
城
０
２

２
（
２
６
３
）
６
９
６
１
。
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(１６)２０２０年(令和２年)６月２１日(日曜日) (１６)２０２０年(令和２年)６月２１日(日曜日)


